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↑受賞報告をした小林さん（右）

旭
日
双
光
章

▼
浜
野
　
義
則
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
元
市
議
会
議
員

▼
山
下  

順
一
郎
さ
ん（
伊
万
里
町
）

　
学
校
薬
剤
師

▼
浦
川
　
德
弘
さ
ん
（
二
里
町
）

　
元
市
消
防
団
分
団
長

▼
横
山
　
信
介
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
伊
万
里
海
上
保
安
署
長

▼
谷
川
　
忠
光
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
人
命
救
助
者

▼
谷
川
　
益
忠
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
人
命
救
助
者

▼
市
川
　
龍
男
さ
ん
（
立
花
町
）

　
龍
仙
窯
代
表

▼
石
堂
　
政
二
さ
ん
（
大
川
町
）

　
市
防
犯
協
会
副
会
長

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受
章
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
の
叙
勲
受
章

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
　
勲

褒
　
章

紅
綬
褒
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

黄
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

て
い
ま
す
。
今
回
出
品
し
た
〔
さ

が
は
ん
〕
は
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、

い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
よ
く
書
け
た

時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
東
山
代
小
学
校
２
年
生
の
堀
田

心こ
こ

彩あ

さ
ん
が
、
岐
阜
女
子
大
学
が

主
催
す
る
『
全
国
書
道
展
』
で
大

賞
を
受
賞
し
、
10
月
17
日
、
松
本

定
教
育
長
に
喜
び
の
報
告
を
し
ま

し
た
。
今
年
で
17
回
目
と
な
る
全

国
書
道
展
に
は
、
全
国

か
ら
１
万
４
１
６
８
作

品
が
応
募
。
初
出
品
で

最
高
賞
の
快
挙
を
達
成

し
た
堀
田
さ
ん
は
、「
作

品
を
書
く
時
は
、
い
つ

も
絶
対
一
番
に
な
る
ぞ
、

と
い
う
気
持
ち
で
書
い

堀
田
心
彩
さ
ん
が
全
国
書
道
展
で
大
賞
を
受
賞

の
言
葉
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
伊
万
里
町
に
あ
る
小
林
は
ん
や

伊
万
里
店
の
小
林
宏
慈
さ
ん
（
浜

町
）
が
、
公
益
社
団
法
人
全
日
本

印
章
業
協
会
主
催
の
『
全
国
印
章

技
術
大
競
技
会
』
で
金
賞
と
公
益

社
団
法
人
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
10
月
26
日
、
深
浦
弘
信
市
長
に

受
賞
の
報
告
を
す
る
た
め
市
役
所

を
訪
れ
た
小
林
さ
ん
は
、「
競
技
会

の
審
査
員
か
ら
、
金
賞
の
人
も
銀

賞
や
銅
賞
の
人
に
見
習
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ

る
、
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

小
林
宏
慈
さ
ん
が
全
国
印
章
技
術
大
競
技
会
で

金
賞
を
受
賞

総
務
大
臣
表
彰

▼
松
本 

和
好
さ
ん
（
東
山
代
町
）

知
事
表
彰

▼
中
村 

信
夫
さ
ん
（
二
里
町
）

平
成
30
年
度
統
計

功
績
者
表
彰
受
賞
者

　
11
月
６
日
、
伊
万
里
市
教
育
委
員

会
表
彰
が
市
役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
、

教
育
や
学
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
に

対
し
、
市
教
育
委
員
会
が
毎
年
表

彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今

回
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
学
校
教
育
】

▼
前
田 

弥
三
さ
ん
（
東
山
代
町
）

▼
山
口 

繁
樹
さ
ん
（
立
花
町
）

▼
朝
長 
省
吾
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

▼
三
枝 
出
さ
ん
（
松
島
町
）

▼
鶴
田 

俊
朗
さ
ん
（
大
川
町
）

▼
柳
本 

幸
之
介
さ
ん
（
黒
川
町
）

【
社
会
教
育
】

▼
坂
本 

康
幸
さ
ん
（
東
山
代
町
）

▼
中
島 

晴
氣
さ
ん
（
東
山
代
町
）

【
社
会
体
育
】

▼
伊
万
里
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
（
男
子
）

▼
敬
徳
高
等
学
校
男
子
剣
道
部

市
教
育
委
員
会
表
彰

↑大賞を受賞した堀田さん（左）
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特
別
会
計
決
算
９
件
に
つ
い
て
認

定
を
受
け
た
も
の
で
す
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
・
第
５
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

に
、
そ
れ
ぞ
れ
６
億
３
１
２
２

万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
６
７
億

３
３
１
２
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
県
知
事
選
挙
執
行
事
業

２
０
７
９
万
円

▽
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
施

設
整
備
事
業
（
大
坪
第
４
児
童

ク
ラ
ブ
）　
　  

２
５
０
３
万
円

▽
私
立
保
育
園
整
備
促
進
事
業

（
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
費

■
下
水
道
施
設
の
改
築
へ
の
国
費

支
援
の
継
続
に
関
す
る
意
見
書

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
（
構
成
は
左
表
）。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
10
人
の
議
員
か
ら
26
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
伊
万
里
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
３

日
か
ら
10
月
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会

で
は
、
条
例
議
案
３
件
、
一
般
議
案
４
件
、
決
算
議
案
10
件
、

予
算
議
案
９
件
、
報
告
３
件
、
意
見
書
案
２
件
な
ど
の
審

議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
審
議
の
結
果
、提
出
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
、承
認
、

同
意
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
助
金
）　
　
　  

６
８
７
万
円

▽
有
害
鳥
獣
対
策
事
業１

９
４
７
万
円

▽
肥
育
素
牛
生
産
拡
大
支
援
事
業

99
万
円

▽
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
『
伊

万
里
市
の
日
』
開
催
事
業

１
２
０
万
円

▽
防
災
活
動
事
業
（
原
子
力
防
災

の
て
び
き
等
作
製
）６

８
０
万
円

▽
急
傾
斜
地
整
備
事
業４

１
４
９
万
円

▽
中
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業

（
空
調
設
備
等
整
備
）

１
億
２
２
２
万
円

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

害
に
早
急
に
対
応
す
る
た
め
の

経
費
を
追
加
す
る
な
ど
、
所
要
の

補
正
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
委
員
　
松
永
真
治
氏
の
任
期
が

本
年
９
月
30
日
に
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
同
氏
を
再
任
す
る
も
の

で
す
。

■
財
産
の
取
得

　
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
係

る
地
域
振
興
事
業『
松
浦
町
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整

備
事
業
』
の
用
地
と
す
る
土
地
を

取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

■
決
算
認
定
（
10
件
）

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
、

■
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例

　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振

興
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定

め
、
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
で
、
本
市
の
経
済
の
発
展
や

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た

め
、
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
（
１
件
）

　
次
の
議
案
は
８
月
17
日
に
専
決

処
分
（
※
）
し
た
の
で
、
議
会
の

承
認
を
受
け
た
も
の
で
す
。

▽
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災

条
例
議
案

予
算
議
案

一
般
議
案

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会

議

会

報

告

決算審査特別委員会
（22人）

岩﨑　義弥

中山　光義

坂本　繁憲

前田　邦幸

力武　勝範

弘川　貴紀

前田　敏彦

井手　　勲

香月　孝夫

副島　　明

梶山　　太

山口　恭寿

舩津　賢次

松尾　雅宏

多久島　繁

草野　　譲

渡邊　英洋

樋渡　雅純

笠原　義久

盛　　泰子

（敬称略）

（委 員 長）馬場　　繁

（副委員長）東　　真生

決
算
議
案

（
※
）専
決
処
分
　
議
会
の
議
決
を
要

す
る
案
件
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を

要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
場
合
な
ど
に
、
市
長
の
判
断

で
決
定（
処
分
）し
、
そ
の
後
開
か
れ

る
議
会
で
承
認
を
求
め
る
も
の（
地

方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
）

意
見
書

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

決
　
議
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地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
行
う
研
修
事
業
に
つ
い

て
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
事
業
　
伊
万
里
市
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

人
材
育
成
の
た
め
の
以
下
の
事
業

▽
研
修
参
加
事
業

▽
視
察
研
修
事
業

▽
研
修
主
催
事
業

※
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
営
利

活
動
に
関
す
る
研
修
、
受
講
者

個
人
の
み
が
利
益
を
受
け
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
研
修
、
団

体
な
ど
が
福
利
厚
生
の
た
め

に
実
施
す
る
研
修
、
市
か
ら

他
に
補
助
や
助
成
を
受
け
て

参
加
す
る
研
修
は
除
き
ま
す
。

■
対
　
象

▽
市
内
在
住
の
個
人

▽
市
内
在
住
の
１
人
以
上
の
成
人

を
含
む
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て

い
る
人
が
過
半
数
を
占
め
て
い

る
団
体

■
補
助
対
象
・
限
度
額

　
下
表
の
と
お
り

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

インフォメーション

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
事
業
に
助
成
し
ま
す

対象事業 対象経費 補助限度額

研修会
などへ
の参加

旅費（交通費・宿泊費な
ど）、テキスト・資料代、
受講料など

補助対象経費の３
分の２以内とし、
１人当たり 30 万
円を限度とする

研修会
などの
開催

講師などの謝金や旅費、消
耗品費、通信運搬費、広告
宣伝費、印刷製本費、会場・
機器などの使用料など

補助対象経費の２
分の１以内とし、
１事業当たり 10
万円を限度とする

※
応
募
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
、

各
町
（
地
区
）
公
民
館
、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切

　
12
月
28
日
（
金
）
必
着

■
参
加
者
の
決
定

　
応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
し
、

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
状
況

に
よ
っ
て
は
、
審
査
会
へ
の
出
席

を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

問
合
先  

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

インフォメーション

第 52 回 子ども話し方大会

 中学生の部 

　『美しいことばと豊かな心を育てる青少年の集い』をテーマに第 52 回子ども話し方大会が 11 月３日、
黒川公民館でありました。大会には各町・地区子ども会から 29 人（小学生15 人、中学生14 人）が参加。
子どもたちは、家族の大切さやクラブ活動で学んだこと、社会問題などについて、素直な思いを自分の言葉
で力強く発表しました。

『小学生の部』発表者の皆さん

《
優
秀
賞
》

▽『
理
想
の
と
も
だ
ち
』

　
立
花
地
区
子
ど
も
会

　
塩
田 

ミ
オ 

さ
ん

　（
伊
万
里
中
３
年
）

《
優
良
賞
》

▽『
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
学
ん
だ
こ
と
』

　
松
浦
町
子
ど
も
会

　
横
田 

千ち

織お
り 

さ
ん

　（
東
陵
中
３
年
）

▽『
祖
父
と
の
３
つ
の
約
束
』

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
小
林 

由ゆ

奈な 

さ
ん

　（
伊
万
里
中
３
年
）

▽『
あ
り
が
と
う
』

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
山
口 

ま
や 

さ
ん

　（
滝
野
中
３
年
）

『中学生の部』発表者の皆さん

 小学生の部 

《
優
秀
賞
》

▽『
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
の

体
験
を
通
し
て
』

　
大
川
町
子
ど
も
会

　
大お
お

神が
み 

歩ほ

乃の

佳か 

さ
ん

　（
大
川
小
６
年
）

《
優
良
賞
》

▽『
人
権
に
つ
い
て
』

　
大
川
内
町
子
ど
も
会

　
大
久
保 
み
や
び 

さ
ん

　（
大
川
内
小
６
年
）

▽『
歌
い
続
け
ら
れ
て
き
た

応
援
歌
』

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
石
井 

杜と

羽わ 

さ
ん

　（
東
山
代
小
６
年
）

▽『
言
葉
の
Ｔ
Ｐ
Ｏ
』

　
立
花
地
区
子
ど
も
会

　
永
田 

真
央 

さ
ん

　（
立
花
小
６
年
）

《最優秀賞》
『バレーボールを通して

学んだこと』
　山代町子ども会

　嶋内 真
ま

優
ゆ

 さん（山代東小６年）

《最優秀賞》
『命をつなぐ』

　東山代町子ども会

　杉原 知
ち

遥
はる

 さん（国見中３年）
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考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心

　「
自
分
ら
し
く
幸
せ
な
人
生
を
送
り
た
い
」

　
誰
も
が
持
つ
こ
の
願
い
は
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
（
基
本
的
人
権
）
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
や
差
別
を
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
見
過
ご
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
自
分
ら
し
く

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
は
、
誰
も
が
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
相
手
の
痛
み
や
悲
し

み
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
12
月
４
日
～
10
日
は
、『
人
権
週
間
』
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。す

べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〜
世
界
人
権
宣
言 

第
１
条
〜

人
権
週
間
　
12
月
４
日
〜
10
日

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
９
０
）

生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（ 

☎
㉓
３
１
８
６
）

さまざまな人権問題

【平成30 年度啓発活動強調事項】
・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者の人権を守ろう
・障害を理由とする偏見や差別をなくそう
・部落差別等の同和問題に関する偏見や差別をなくそう
・アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
・外国人の人権を尊重しよう
・ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう
・刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
・ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
・性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
・性自認を理由とする偏見や差別をなくそう
・人身取引をなくそう
・東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

　人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。法務省人
権擁護局が定めている人権啓発活動の強調事項を紹介します。

■
世
界
人
権
宣
言
70
周
年

　
20
世
紀
に
起
き
た
二
つ
の
世
界

大
戦
で
は
、
多
く
の
人
命
が
奪
わ

れ
、
人
権
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
よ

う
な
出
来
事
も
多
く
発
生
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
悲
劇
を
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
反

省
か
ら
、
１
９
４
５
年
に
国
際
連

合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

人
権
を
守
る
こ
と
は
世
界
平
和
に

も
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

１
９
４
８
年
12
月
10
日
、
国
際
連

合
第
３
回
総
会
で
『
世
界
人
権
宣

言
』
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
人
権
週
間
と
は

　『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
、
12
月
10
日
が

『
人
権
デ
ー
』
と
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
こ
の
日
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日
〜

10
日
）
を
『
人
権
週
間
』
と
し
て

い
ま
す
。
世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨

と
重
要
性
を
広
く
日
本
国
民
に
訴

え
か
け
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
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人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
や
団
体

に
お
け
る
研
修
講
座
の
開
催
な

ど
、
人
権
・
同
和
教
育
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
正

し
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ

な
た
も
人
権
問
題
に
関
す
る
研
修

に
参
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
い
ま

す
か

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職

員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る

被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
す
る
ほ

か
、
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
は
、
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
発
足
し
て
70
周
年
に

あ
た
り
ま
す
。

■
伊
万
里
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
伊
万
里
市
民
10
人
、

有
田
町
民
７
人
の
人
権
擁
護
委
員

で
構
成
さ
れ
る
『
伊
万
里
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
』
が
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
通
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
人
権
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
下
の
と
お
り

で
す
。

【市の啓発活動】
◆小・中学生の人権・同和教育作品展
　期　間　12 月 18 日（火）〜 27 日（木）
　場　所　市民図書館
◆街頭啓発活動
　　人権に関する市民の皆さんの理解と認識を図るため、
　啓発リーフレットを配布し、街頭啓発活動を行います。
　期　日　12 月２日（日）
　場　所　ＪＡ伊万里農業まつり会場

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会

を
目
指
し
て

　
私
た
ち
は
誰
で
も
皆
、
幸
せ
に

生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

他
人
の
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
の
地
域
や
職
場
、
家
庭

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
悩
ん

で
い
る
人
や
困
っ
て
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
人
権
擁
護
委

員
は
、
法
務
局
と
連
携
し
て
人
権

問
題
の
相
談
を
受
け
、
改
善
す
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
尊
重
の
意
識
は
、

ま
ず
、
人
権
に
つ
い
て
知
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
人
権
意
識
の

普
及
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
学
校

や
幼
稚
園
な
ど
に
出
向
き
、
人
権

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
要
請

が
あ
れ
ば
職
場
や
地
域
、
団
体
な

ど
で
の
人
権
教
室
に
も
対
応
し
ま

す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
今
以
上
に

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
人
を
大

事
に
す
る
伊
万
里
市
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　
伊
万
里
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

会
長
　
山
本
　
和
良

①人権相談
　相談料は無料で、個人情報などの秘密は堅く守られます。悩んだり
困ったりしていることなど、気軽に相談してください。
◆市役所市民相談コーナー（☎㉓２１３３）
　毎月第１・第３火曜日　午前 10 時〜正午
◆各町（地区）公民館
　年１回　特設人権相談
　※開催は広報紙などでお知らせします。
◆佐賀地方法務局伊万里支局（☎㉓２４９２）
　毎日（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

②啓発活動
◆人権教室
　　命の尊さや思いやりの心、友達や家族の大切さなどを子どもたちに学んでもらうため、保育所、幼稚園、小・
　中学校を訪問し、人権に関する講話や紙芝居などをしています。
◆人権の花運動
　　子どもたちが協力して花を育てることによって、命の尊さを実感し、豊かな心を育み、優しさと思いやり
　の心を体得することを目的として、小学生を対象に人権の花運動を実施しています。
◆街頭啓発活動
　　市民の皆さんの人権意識の高揚を図るため、イベント会場など多くの人が集まる機会を活用して人権啓発
　チラシを配布するなどして、人権の大切さを呼びかけています。

人権の花運動

今
年
は
『
人
権
擁
護
委
員
制
度
』
発
足
70
周
年
で
す
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● 問合先　長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

　　　　　後期高齢者医療広域連合業務課給付係（☎０ ９ ５ ２　８４７６）

国民健康保険・後期高齢者医療保険
70 歳以上の高額療養費（外来年間合算）のお知らせ

64

　
確
定
申
告
の
際
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
を
持
た
な
い
人
も
、
税
法

上
の
『
障
害
者
控
除
』
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は

『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
通
知

書
』
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者
　
12
月
31
日
現
在
、
65

歳
以
上
で
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
２
以
上
の
人
の
う
ち
、

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
と
判
定

さ
れ
て
い
る
人

▽
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
（
寝
た
き
り
度
）
が
ラ
ン
ク

Ａ
以
上
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

●

手
続
に
必
要
な
も
の
　

　
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

※
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
代

理
人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

●

申
請
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
で
税
負
担
を
軽
減

高額療養費（外来年間合算）制度

　医療機関や薬局で１か月に支払った医療費が上限額を超えた場合、その超えた分が高額療養費として支給されます。
平成 29 年８月に上限額が見直され、一般区分（※）は７月 31 日を基準日として、１年間（８月〜翌年７月）の外
来の自己負担額に 144,000 円の上限額が設けられました。その上限額を超えた額が高額療養費（外来年間合算）と
して支給されます。

（※）一般区分とは、本人または同一世帯内の人に住民税が課税されている被保険者で、医療費の一部負担金の割合が
　　　１割または２割の人です。

支給の対象となる人へのお知らせと申請手続きについて

▷国民健康保険の人
　 　支給が見込まれる人に 12 月中旬〜下旬にお知らせと申請書を送付します。お知らせに

申請時に必要なものなどが記載されていますので確認してください。　
　　具体的な手続きや不明な点は長寿社会課まで相談してください。
※支給日の１週間程度前に支給決定通知書が届きます。

▷後期高齢者医療保険の人
　　過去に後期高齢者医療保険の高額療養費の支給を受けたことがある人で、対象の期間中に医療保険の異動などが
　なく、外来の医療費の自己負担額が後期高齢者医療広域連合で確認出来る場合、前回の高額療養費の支給先と同じ
　口座へ自動的に支給します。
　　それ以外の人で、支給が見込まれる被保険者には、12月中旬〜下旬にお知らせを送付します。お知らせが届いたら、
　長寿社会課で申請してください。
　　具体的な手続きや不明な点は長寿社会課または後期高齢者医療広域連合まで相談してください。
※支給日の１週間程度前に支給決定通知書が届きます。

時効について

　高額療養費（外来年間合算）は、基準日（※）の翌日から２年を経過すると時効となり、支給できなくなります。
早めに申請してください。

（※）基準日…毎年７月 31 日

注意点：計算期間（８月〜翌年７月）の途中で資格を喪失した人の基準日は、資格を喪失した日の前日（死亡の場合は、
　　　 死亡日）となります。
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●

募
集
期
間

　
12
月
３
日
（
月
）
〜
26
日
（
水
）

●

公
表
す
る
資
料
の
閲
覧
場
所

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://sa
ga-

ko
u
ik

i.jp

）

▽
市
長
寿
社
会
課

●

問
合
先
　
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
総
務
課
総
務
係

（
☎
０
９
５
２
　
８
４
７
６
）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
家

屋
を
新
築
・
増
築
・
解
体
し
た
場
合

は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
特
に
解
体

の
届
け
出
は
、
誤
っ
た
課
税
を
防
ぐ

た
め
の
重
要
な
情
報
に
な
り
ま
す
。

●

届
出
方
法

▽
新
築
・
増
築
　
電
話

▽
解
体
　
解
家
届
出
書
を
提
出

※
解
家
届
出
書
は
税
務
課
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●

届
出
期
限
　
12
月
10
日
（
月
）

●

届
出
・
問
合
先
　
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

解
体
は
届
け
出
を

●
は
香
典
返
し
、▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
構
成
市
町
が
相

互
に
そ
の
役
割
を
担
い
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
広
域
行
政
事
務
を
行
う
た
め
の

基
本
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
が
第
３
次
広
域
計

画
の
最
終
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

次
期
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
第
４
次
広
域
計
画
（
案
）
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
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◆
出
初
式

　
新
し
い
年
を
迎
え
、『
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
、

市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
平
成
31
年
１
月
６
日
（
日
）

　
午
前
９
時

●

場
　
所
　
市
民
会
館

●

内
　
容
　
分
列
行
進
、
式
典
な
ど

●

問
合
先

　
消
防
調
整
課
消
防
団
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

◆
年
末
警
戒

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
元
消
防
団
員
が
夜
間
巡
回
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
は
巡
回
と
と
も

に
、
午
後
９
時
に
警
鐘
や
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
の
元

の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

期
　
間

　
12
月
28
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
）

●

時
　
間

　
午
後
８
時
〜
午
前
２
時

消
防
団
年
末
警
戒
・
出
初
式

消
防
優
良
民
泊
『
表
示
マ
ー
ク
』
を
初
交
付

始
以
来
初
め
て
認
定
を
受
け
、
角

永
慎
二
郎
消
防
長
が
代
表
の
松
尾

文
子
さ
ん
に
交
付
し
ま
し
た
。

　
11
月
９
日
、
伊
万
里
・
有
田
消

防
本
部
で
消
防
優
良
民
泊
に
係
る

『
表
示
マ
ー
ク
』
交
付
式
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
消
火
器
の
設
置

や
防
炎
カ
ー
テ
ン
の
使
用
、
避
難

経
路
図
の
掲
示
な
ど
の
基
準
を
満

た
す
民
泊
な
ど
の
小
規
模
宿
泊
施

設
に
対
し
て
表
示
マ
ー
ク
を
交
付

す
る
こ
と
で
、
事
業
者
の
防
火
意

識
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
に
建

物
の
安
全
情
報
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。

　
今
回
、
二
里
町
に
あ
る
『
国
見

麓
の
家
』
が
今
年
６
月
の
制
度
開

↑「毎年 11 月９日を事業所の防災
の日にしたい」と話す松尾さん（左）

　市では、飲食店などでの食べ残しを減らす取り組みの一つである、『30・10 運動』を推進しています。

《30・10 運動のお約束》

その１　注文する時は、適量を注文しましょう
その２　乾杯後の 30 分間は、席を立たず料理を楽しみましょう
その３　終了前の 10 分間は、自分の席に戻って、もう一度料理を楽しみましょう

料理は残さず食べよう ３
さん

０
まる

 ・ １
いち

０
まる

　運動
● 問合先　環境課リサイクル推進係（ 　☎㉓２１４５）

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
10
月
１
日
～
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
女
性
自
立
支
援
事
業
》

▼
男
女
協
働
参
画
啓
発
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
１
０
０
０
個

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
伊
万
里

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

●
十
万
円
　
手
嶋
　
詩
子

　（
亡
母 

北
野
彌
生
　
唐
津
市
）

▼
十
万
円

　
前
川
　
日
司
（
大
川
内
町
市
山
）
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